筑北村　橋梁長寿命化修繕計画
· 現状
　筑北村は、長野県のほぼ中央部に位置し、県都・長野市からは電車で約30～50分、松本市からは電車で約20～40分に位置し、長野自動車道、国道１４３号線、国道４０３号線が通過しています。北は千曲市・麻績村・長野市、東は上田市・青木村、南は松本市、西は安曇野市・生坂村に隣接しています。
四阿屋山をはじめ、岩殿山、冠着山など象徴的な山々を背景として、東条川、安坂川、麻績川などが形成した河岸段丘や緩やかな傾斜地に集落が散在しこれらに接続する年代の古い橋梁が多く存在します。
筑北村が管理する橋梁は212橋ですが、木橋などを除くと199橋です。橋梁の年齢分布は下のグラフに示しますが、今後20年経過すると50歳を超す橋梁が77％となり、計画的な維持管理をしないと、急激に補修費が嵩むことが予測されます。今回は199全橋を簡易点検し、時間を経るごとに劣化が進行（経年劣化）すると判断された橋梁167橋のうち、特に重要と判断しました34橋について長寿命化計画を策定しました。なお、今回積み残しました橋梁も含めて５年に一度点検を継続し、劣化の進行に沿って計画を見直していきます。
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　　現在（2012年）　　　　　　　　　10年後（2022年）　　　　 　　　　 20年後（2032年）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50歳以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50歳未満










（※）橋梁点検レベル
長野県が採用している点検マニュアルの
手法で、レベル1とは全ての橋梁で行い、
経年劣化の有無を見つける点検であり、
レベル2は経年劣化の程度を点数化する
点検です。ですからレベル2の橋梁が多い
ということは、経年劣化している橋梁が多いということです。
　しかし、経年劣化しているからといって、程度によっては軽微なものも含まれます。
· 長寿命化修繕計画とは
　長寿命化計画は橋梁を構成する径間ごとに予算を積算します。

径間（径間長）
橋梁（橋長）
　今回重要と判断された橋梁は34橋、47径間となります。
この47径間について点検結果より緊急度を評価すると以下のように分類されました
	
	国
	筑北村

	Ｅ1
	橋梁構造の安全性の観点から、緊急対応の必要がある。
	橋梁構造の観点から、次回点検の５年以内に緊急対応の必要がある。

	Ｅ2
	その他、緊急対応の必要がある
	鉄道・歩行者・駐車場・公園等と交差して対人被害が予測される橋梁

	Ｓ
	詳細調査の必要がある
	詳細調査の必要がある

	Ｃ
	速やかに補修等を行なう必要がある
	速やかに補修等を行なう必要がある

	Ｂ
	状況に応じて補修を行なう必要がある
	状況に応じて補修を行なう必要がある

	Ｍ
	維持工事で対応する必要がある
	舗装更新または、高欄、地覆、排水の部分更新

	Ａ
	損傷が認められないか、損傷が軽微で補修を行なう必要がない
	損傷が認められないか、損傷が軽微で補修を行なう必要がない


　　　－　橋梁定期点検要領（案）（平成16年　国土交通省　国道・防災課）より　－

　補修計画は予算を想定して年次計画をたてますが、本
緊急度の高い橋梁を優先するように計画しました。
　本計画では、
①重要度：緊急輸送路、交通量、
　　　　　交差条件等を点数化
②損傷度：簡易点検レベル2の
　　　　　経年劣化の程度の点数化
③緊急度：専門家がE1～Aを、形式、
　　　　　竣工年次、損傷個所、
　　　　　落橋事例などから判定
の3つの要素から補修順位を決め
ています。
　補修費については、損傷部位ごと
に補修費を計上して径間ごとに合計
しています。
　この損傷費を投資して長寿命化した
投資効果Aと、掛け替えをして長寿命
化した場合の投資効果Bを比較して、
Aのほうが効果があると判断された
橋梁については補修対象とし、効果が
ない橋梁については架け替え対象に
区分けされます。

　この結果、田屋橋は詳細検討を行った後、行政判断の後架け替という手段もありますが、その他は全て補修対象となりました。（平均投資効果20.86％）
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	田屋橋　　　：4径間のRC床版橋。パイルベント橋脚の補強も必要であるが、構造的に連続形式は成立していないと思われ、構造計算の再検討が必要である。
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	楡の木橋　：橋脚の洗掘は平成２２年に補修されて安定しているが、上部工は桁もデッキプレートも錆が進行しており、補修対象 


　筑北村では、年間2000万円の補修予算を確保することを基本とし、今後6年間で34橋の補修と、２回目の簡易点検を行います。
　これにより全て架け替えた場合と比較して、1億8100万円のコストを縮減できます。
· 意見聴取会
本計画書は、平成24年12月11日、長野県庁西庁舎において、学術経験者の意見聴取会を行いました。
　　　　元信州大学土木工学科教授　　三井　康司　先生
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図１－１　架設50年以上の橋梁の推移(橋梁数)
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棒グラフ色分けは構造材料種別構成を示す（年単位）
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